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はじめに

　理科に対する子どもの興味や関心の低下などに

起因する諸問題を総称する「理科離れ」「理科嫌い」

は、1980 年代後半から教育界で取り上げられる

ようになり（長沼 , 2015）、既に半世紀近くが経

とうとしている。その原因については、これまで

多くの調査、研究で議論されてきており、教育者、

授業形態、教科としての難しさといった教育的環

境や、科学技術の成熟化、生活環境の変化、子ど

もの理科との関わり方の変化といった社会的環境

に集約される（長沼 , 2015）とされる。

　小学校での理科学習に対する意識は、幼稚園や

保育園における自然体験や自然遊びの経験によっ

て向上する（小林 , 2023）とされるが、近年、子

どもの自然体験の頻度は「経験の消失」と呼ばれ

るほどに激減しており（Soga et al., 2018）、自然

に対して興味の薄い保護者や幼児教育者のもとで

育った子どもは、自然に関する興味関心を持ちに

くいとされている（曽我ほか , 2016）。こういっ

た子どもの自然遊び体験の減少の理由は「時間の

減少」「空間の減少」「仲間の減少」に集約される

と指摘されている（菅沼・野田 , 2020）。
　教育者に注目すると、教育者自身の理科離れが

理科嫌いの子どもを拡大再生産しているという考

え（神志那 , 1995）や、文系学部である教育学部

を卒業した教育者が、大学で実験や観察の授業を

受けた経験がないため、理科の指導に自身が持て

ない、理科が嫌いといった意識を持っていること

が原因であるという指摘がある（佐々木 , 2008）。
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実際に東京都および神奈川県の公立小学校の教諭

にアンケート調査を実施した例では、教諭の多く

は理科の指導に苦手意識を抱いており、この課題

を改善するためには指導における得意領域を増や

し、自信を向上させることが必要であるとされて

いる（宮下 , 2012）。
　このような傾向は、初等教育である小学校課程

だけでなく幼稚園や保育園の課程といった幼児教

育でも同様で、多くの幼児教育者が自然科学に関

する活動や遊びに困難を抱えているのは、幼児

教育者の大半が、理科や数学が苦手だから文系を

選択する、という「消極的文系」出身者・選択

者であるため当然であるという指摘（木村・高

野 , 2022）や、幼児教育者養成校における環境教

育的内容を含む科目が 1 校あたり平均 2.8 科目し

か開講されていなく、中にはまったく開講されて

いない養成校があったり、開講されている場合で

もほとんどが選択科目であったりという指摘（井

上 , 2007）がある。また、幼児教育者自身も幼少

期において充分な自然体験の機会を得ておらず、

特に若年層ほど自然体験の経験が減少しているこ

と（高橋・高橋 , 2009）、その結果、若年層ほど

自然に対する興味関心が低いこと（高橋・高橋 , 
2010）が示されている。これは自然が失われた都

市部だけに限ったことではなく、自然豊かないわ

ゆる「田舎的」な環境で育っていても、自然体験

のある学生が半分以下になっているという事例も

報告されている（山崎 , 2023）。最近では、学生

の多くは自然が好きではあるものの、実際に自然

に関わることは面倒と感じたり、スマートフォン

などの電子デバイスを利用した室内活動のほうに

むしろ魅力を感じるようになってきたことの影響

も大きい（柞磨 , 2024）。
　幼稚園や保育園における自然体験や自然遊びの

経験は、小学校での理科学習に対する意識意欲を

向上させる（小林 , 2023）だけでなく、望ましい

生活習慣や、好奇心、自己判断、自己主張、集中力、

観察力、学習能力や学習意欲、人間関係やコミュ

ニケーション能力を向上させると考えられている

（山本ほか , 2005）。さらに、幼児期の自然体験活

動は、青年期に向かって、文部科学省が掲げる基

本理念である「生きる力」の育成に寄与し（山川 , 
2019）、健康や人格形成によい影響を与えると考

えられている（八木・井出 , 2019）。
　このような背景をもとに、多くの幼稚園や保育

園では、自然を主題とした話の語り聴かせ、絵本

の読み聴かせ、園庭の自然物を利用した自然遊び、

園内での飼育栽培、動植物の世話や観察などを実

施している（井上・無藤 , 2007）。特に、動物の

飼育は多くの幼稚園や保育園で行われており、飼

育される生きものは、“ザリガニ”、ウサギ、キン

ギョ、チョウ、チョウ以外の昆虫（井上・無藤 , 
2009）、カブトムシ、“ザリガニ”、カタツムリ（伊

藤・小林 , 2016; 伊藤 , 2017）、ダンゴムシ、アリ、

カブトムシ、“ザリガニ”（百瀬 , 2018）、チョウ、

メダカ、スズムシ、カタツムリ、カブトムシ、キ

ンギョ、アメリカザリガニ（鶴ほか , 2020）とさ

れ、いわゆる「小さな生きもの」が高い割合を占

めている。いわゆる「小さな生きもの」が飼育対

象とされる理由としては、子ども自身が世話をし

やすい、短期間で一生を見ることができる、広い

スペースが不要、アレルギーの心配が少ない、排

泄物などの臭いが少ない、費用がかからない、そ

の死は辛いが辛過ぎない、といったことが挙げら

れる（山下・鑄物 , 2015）。そして、幼児教育者は、

飼育に対して、アレルギーや感染症、怪我などを

危惧しつつも（栗田・西村 , 2015）、やさしさや

思いやりといった共感性の醸成、動物の立場に

立って考える力の発達、死生観や命の尊さといっ

た生命概念の涵養、自然や生きものとの触れ合い

の体験、科学的視点や能力の向上といった教育的

効果や、子ども同士の情緒的交流の促進といった

意義を感じている（山下・首藤 , 2005; 栗田・西村 , 
2015; 中尾・勝連 , 2023）。
　このように多くの幼稚園や保育園では「小さな

生きもの」をはじめとするさまざまな動物を飼育

しているが、幼児教育者に対して意識調査を実施

した結果では虫のような「小さな生きもの」を好

きではないと捉えている割合が多く（平田・小川 , 
2018; 山野井・伊藤 , 2021; 藤崎・廣瀬 , 2022）、指

導についても得意あるいはやや得意と思っている

幼児教育者は半数程度に過ぎない（宮下 , 2011）。
　こういった課題を解決すること、すなわち、自

然に対する興味関心と親近感の醸成や、指導力や

指導意欲の向上をはかるには、専門家による学

習支援活動が有効であるとされている（藤川ほ

か , 2009; 宮下 , 2011; 増田ほか , 2024; 服部ほか , 
2025）。このような学習支援活動には、実際に自然

体験活動に参加した子どもを観察すること（青山 , 
2022）、ネイチャーゲームなどを体験すること（谷 , 
2023; 石井 , 2024; 吉澤 , 2025）､草花遊びを体験す

ること（佐藤・藤野 , 2012; 中村 , 2022）､ 野外で

秘密基地づくりをすること（常木ほか , 2022）な

ど ､さまざまな試みが行われており ､いずれも体

験前に比べて自然に対する興味関心や親近感が増

し ､指導に対して自信を得たことが報告されてい

る。さらに ､地域の幼稚園保育園と連携したり（平

山 , 2022）､地域の保全活動と連携したり（地下・

井上 , 2023）することで ､ 活動の経験が幼児教育

の現場での取り組みに活かされていく ､とされる。
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　そこで ､ 本研究では ､ 専門家による知識の提供

が幼児教育者に対してどのような影響を与えるか ､

特に幼稚園や保育園でよく飼育されている「小さ

な生きもの」に注目し ､専門家による講演によっ

て理念 ､興味 ､親近感 ､知識 ､発信といった領域

にどのような効果があったかをアンケート調査に

よって検証した。

材料と方法

　幼稚園における自然教育、保育園における自然

保育を考える上で、専門家による知識の提供が幼

稚園教諭、保育園保育士にどれだけ影響を与える

のかを調査するため、アンケート調査を講演の前

後に実施した。

　アンケート調査を行うにあたり、調査結果の取

り扱いや倫理的配慮について口頭およびスライド

上映により、アンケートは目的以外には使用しな

いこと、結果は個人単位ではなく全体で集計し

個人情報や個人の属性ならびに園の属性との結び

つけが行われないよう配慮すること、回答によっ

て調査協力者が不利益を被らないよう配慮するこ

と、記録は厳重に保管されること、について説明

を行った。また、実際に配布したアンケート用紙

にも、調査の利用目的と、全体で集計し統計的に

のみ利用すること、個人情報や園に関する情報と

の結びつけは行わないことを明記した。

　講演を開始する前にアンケート用紙を配布し、

7 つの設問（Q1 から Q7）に対して 5 段階の選択

肢（Q2 のみは Yes/No 選択）から選択することで

回答させた。アンケートの設問番号と設問および

その選択肢は以下のとおりである。

アンケート調査の設問

Q1：小さな生きものを飼育することはこどもの

発達に（A5：意義がある・A4：やや意義が

ある・A3：どちらでもない・A2：あまり関

係がない・A1：関係がない）。

Q2 ： 園で『ザリガニ』や『カタツムリ』などを（A5：
飼育している・A1：飼育していない）。

Q3：『ザリガニ』や『カタツムリ』などに（A5：
興味がある・A4：やや興味がある・A3：
どちらでもない・A2：あまり興味がない・

A1：興味がない）。

Q4：『ザリガニ』や『カタツムリ』など小さな生

きものは（A5：身近である・A4：やや身近

である・A3：どちらでもない・A2：あまり

身近でない・A1：身近でない）。

Q5：自分は『ザリガニ』や『カタツムリ』につ

いて（A5：よく知っている・A4：まあ知っ

ている・A3：普通・A2：あまり知らない・

A1：ほとんど知らない）。

Q6：こどもたちに『ザリガニ』や『カタツムリ』

について（A5：ぜひ話をしたい・A4：話を

したい・A3：どちらでもいい・A2：あまり

したくない・A1：話をしたくない）。

Q7：園でこれから『ザリガニ』や『カタツムリ』

を（A5：ぜひ飼育したい・A4：飼育したい・

A3：どちらでもいい・A2：あまりしたくな

い・A1：絶対したくない）。

　最初にアンケートを実施した後 ､約 90 分の専

門家による講演を聴講し、その後にまったく同じ

アンケートを実施し、講演聴講の前後で意識がど

のように変化したかを分析した。講演の概要は以

下のとおりである。

講演の概要

1　生きもの飼育の概要

（1） 幼稚園・保育園で生きものを飼育する理由と

意義およびねらいはなにか。

（2） 幼稚園・保育園での生きもの飼育の実態は

どのようなものか。

（3） 飼育に向く生きもの『ザリガニ』・『カタツ

ムリ』の利点とはどのようなものか。

2　『ザリガニ』の特徴や飼育方法および注意点

（1） 『ザリガニ』のからだのつくりやオスとメ

スの見分け方について。

（2） 『ザリガニ』の飼い方 ､『ザリガニ』飼育に

関する FAQ の紹介。

（3） 外来生物であるアメリカザリガニの生態的

地位・問題点・法的な取扱いについて。

3　『カタツムリ』の特徴や飼育方法

（1） 『カタツムリ』とはどのような生きものな

のか ､『カタツムリ』にはどのような種類

がいるのか。

（2） 『カタツムリ』の飼い方 ､『カタツムリ』飼

育に関する FAQ の紹介

4　生きもの飼育が園児に与える効果

（1） 生きもの飼育を通じて模様 ､ 色 ､ かたちの

違いといった多様性を知ることができる。

（2） 多様性を知ることは個性を知り ､ 他人を尊

重することに繋がる。

（3） 個の多様性からさらに拡張して ､ 文化や地

域や価値観の多様性を尊重することができ ､

さらに他を理解し ､ 受容し ､ 尊重すること

のできる人間に育つ。

　アンケート調査は、2015 年 9 月に東京都保育

園保育士（Survey1）、2017 年 9 月に中野区幼稚
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園教諭（Survey2）、2021 年 7 月に練馬区幼稚園教

諭（Survey3）、2024 年 6 月に横浜市保育園保育士

（Survey4）をそれぞれ対象として合計 4 回実施し

た。1 回の調査で対象とした幼稚園保育園は複数

園であったが、回答した幼稚園教諭、保育園保育

士は 1 園につき 1 名とは限らず、1 園から複数名

回答した園もあった。

　それぞれの設問（Q1 から Q7）に対する回答に

ついて、同意あるいはポジティブな回答「A5」を 5
点、やや同意あるいはややポジティブな回答「A4」
を 4 点、どちらでもないあるいはニュートラルな

回答「A3」を 3 点、やや反意あるいはややネガティ

ブな回答「A2」を 2 点、反意あるいはネガティ

ブな回答「A1」を 1 点としてスコア化し、平均

スコアを算出した。また、このスコアを用いて講

演聴講前後で有意な意識変化が生じたかどうか

を、1 % および 5 % 棄却水準 Mann-Whitney U 検

定で検定した。

　7 つの設問のうち 5 つは、それぞれ、Q1：小

さな生きものの飼育の意義を問うもの（理念）、

Q3：小さな生きものに対する興味や関心を問う

もの（興味）、Q4：小さな生きものを身近に感じ

るか否かを問うもの（親近感）、Q5：小さな生き

ものに関する知識を問うもの（知識）、Q6：小さ

な生きものについて子どもたちに語りたいかどう

かを問うもの（発信）であるが、2 つの設問は、

Q2：園で小さな生きものを飼育しているか否か

を問うもの、Q7：園で小さな生きものを飼育し

てみたいかどうかを問うものであり、Q2 は単純

な事実の確認であること、Q7 は Q2 の結果によっ

て左右される可能性が高いことから、検定には供

さなかった。

図 1. 4 回の調査における講演前と講演後の回答の変化．青＝ A5；緑＝ A4；黄＝ A3；橙＝ A2；赤＝ A1．N は有効回答数，

m. s. は平均スコア，p は Mann-Whitteny U 検定の確率値．確率値が有意な場合は赤字で示した．

Fig. 1. Changes in responses of pre- and post-lecture in the four surveys. Blue = A5; Green = A4; Yellow = A3; Orange = A2; Red = 
A1. N = number of valid responses, m. s. = mean score of responses, p = p-value of the Mann-Whitteny U test of the change in 
responses. Signifi cant p-values are indicated in red.
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　なお ､ 調査および講演では ､ 関東地域で普通

に見られ ､ 幼稚園や保育園で飼育される最も普

通の種であるミスジマイマイ Euhadra peliomphala 
(L. Pfeiff er, 1850) やヒダリマキマイマイ Euhadra 
quaesita (Deshayes, 1850) を ､区別の必要のある場

合を除いて一括して関東地方での陸生有殻巻貝全

般を指す語である『カタツムリ』と称し ､アメリ

カザリガニ Procambarus clarkii (Girard, 1852) を ､

外来生物問題に関する説明の際には『アメリカザ

リガニ』と ､それ以外の説明では標準和名は『ア

メリカザリガニ』であることを最初に説明した上

で『ザリガニ』と称した。標準和名が『ザリガニ』

であるザリガニ（通称：ニホンザリガニ・ヤマト

ザリガニ） Cambaroides japonicus De Haan, 1841 は
南関東地方には生息しないため ､混同や誤認はな

いものと判断した。

結　果

　アンケート調査の結果について ､Survey1 から

Survey4 の結果である、それぞれの設問に対する

回答の実数 ､平均スコア ､スコア化した値を用い

た講演聴講後の意識変化に関する Mann-Whiteney 
U 検定の結果を図 1 に示した。

　Survey1、Survey2、Survey3 で は、 講 演 の 途

中で遅刻参加、途中退出する参加者が若干発生

したため、有効回答数に多少の多寡（Survey1：
61 → 65；Survey2：45 → 42；Survey3：34 → 32）
が生じたが、ほとんどの参加者が講演前と講演後

の両方で回答を行った。Survey4 に関しては、参

加者全員が講演前と講演後の両方で回答を行った

ため ､ 有効回答数に変化はなかった（Survey4：
12 → 12）。

図 1. （続き）．
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　Survey1 から Survey4 におけるそれぞれの設

問について、ほとんどが講演聴講後に平均スコ

アが上昇したが、Q1 については Survey2 およ

び Survey3 で、Q2 に つ い て は Survey2 お よ び

Survey3 で、Q7 については Survey4 で平均スコア

が低下した。

　Q1 および Q3 から 6 に対する回答をスコア化

した値を用いた、講演聴講後の意識変化に関する

Mann-Whiteney U 検定の結果を見ると ､Survey1 か

ら Survey4 において、何がしかの設問に対して有

意な差が得られ、講演聴講後に意識変化が見られ

たことが確認された。

　Q1 および Q3 から 6 について、その設問によっ

て確認したい内容すなわち設問の意図と、意識変

化の結果についてまとめたものを表 1 に示した。

Q1 の理念については、講演聴講の前後で有意な

意識変化が認められなかったが、Q1 以外の Q3 か

ら Q6 についてはいずれかの調査において有意な

意識変化が認められた。特に、Q5 の知識につい

ては、実施したすべての調査において有意な意識

変化が認められた。

考　察

　今回のアンケート調査では、各調査のそれぞれ

の設問について、ほとんどが講演聴講後にスコア

が上昇した（図 1）。このことは、講演聴講がポ

ジティブな方向への意識変化を促していること

を意味する。しかし、Q1 については Survey2 お

よび Survey3 で、Q2 については Survey2 および

Survey3 で、Q7 については Survey4 で平均スコア

が低下した。

　そもそも Q2 は、園で小さな生きものを飼育し

ているかどうかの事実確認であるため、講演聴講

前後で回答者が変わっていなければ同一の結果

になるはずであるが、Survey1 では Yes が 2 増、

No が 2 増、Survey2 では Yes が 3 減、Survey3 で

は Yes が 2 減となった。有効回答数の増減を確

認すると、Survey1 では 4 増、Survey2 では 3 減、

Survey3 では 2 減であったので、この出入りを反

図 1. （続き）．
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映しているものと見做される。

　Q1 については、Survey2 では「A5」を選択した

4 名が講演途中で退室し「A4」を選択した 1 名が

講演途中で入室し最終的に回答者の総数が 3 減し

たという可能性と、Survey3 では「A5」を選択し

た 2 名と「A4」を選択した 1 名が講演途中で退

室し「A3」を選択した 1 名が講演途中で入室し

最終的に回答者の総数が 2 減したという可能性、

あるいはそれよりも多い人数で入れ替わりがあっ

たという可能性もあり得るが、講演途中での入退

室者数を記録していないこと、個人の講演前後の

回答の対応を記録していないことから、正確な理

由はわからない。ただし、どちらの場合でも、ス

コアの低下は Mann-Whiteney U 検定では p > 0.05
の値を示し、有意な差がないという仮説は否定さ

れなかった。

　Q7 については、Survey4 においてのみ平均ス

コアの低下が認められた。確認のために Mann-
Whiteny U 検定を行ったところ ､p > 0.05 の値を示

し ､有意な差がないという仮説は否定されなかっ

た。Survey4 では回答者の入れ替わりがなく、参

加者全員が講演前と講演後の両方で回答を行って

いるため、Mann-Whiteny U 検定では p > 0.05 の

値を示しているとはいえ、講演聴講がネガティブ

な方向への意識変化を促している可能性を示唆す

る。このことの理由については調査を実施した時

期にあるものと考えている。Survey4 を実施した

のは 2024 年 6 月であり、アメリカザリガニが、

2022 年 5 月に公布され 2023 年 4 月 1 日に施行さ

れた「改正外来生物法」における「条件付特定外

来生物」に指定された 2023 年 6 月 1 日以降のこ

とであるため、講演ではアメリカザリガニを飼育

するにあたって遵守すべき内容や、放野した際に

は 3 年以下の懲役または 300 万円以下の罰金が

科せられるといった罰則について説明を加えたた

め、飼育に対してネガティブな方向への意識変化

をもたらしたのかもしれない。

　調査全体の結果をまとめると､Q1 の理念につい

ては、講演聴講の前後で有意な意識変化が見られ

なかったか、回答の結果にまったく変化がなかっ

図 1. （続き）．
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たため検定を適用することができなかったかのい

ずれかであった。このことは「小さな生きものを

飼育することはこどもの発達に意義がある」とい

うような理念や信条や価値観といったものは一回

の講演聴講程度で揺るぐようなものではない、と

いうことを示しているのかもしれない。一方で、

Q2 の興味や、Q3 の親近感や、Q6 の発信といっ

たものについては、講演聴講によって有意な意

識変化が認められた。特に Q5 の知識に関しては、

すべての調査において有意な差が検出されてお

り、講演聴講が知識の拡充や、知識に関する自信

の向上に効果があることが示された。専門家によ

る小さな生きものに関する講演聴講ほどでは、受

講した幼児教育者その人の信念は変わらないが、

興味関心や知識は向上する、という、感覚的には

当たり前の結果が得られたといってよいだろう。

　次に ､ これまで報告されてきた ､ 自然活動体

験が幼児教育者に与える影響と比較してみたい。

興味や親近感に注目すると ､ 草花遊びや栽培収

穫活動を実践する前は ､ それらを好きと回答し

た学生が 4 割程度だったのに対して ､実践後は 6
割を超えるまで増加した例（中村 , 2022）や ､ネ

イチャーゲームを実践する前は自然環境や身近

な生きものに対する関心があると回答した学生

がそれぞれ約 15 %､ 約 25 % だったのに対して ､

実践後はそれぞれ約 90 %､85 % に大幅に向上し

た例（吉澤 , 2025）が報告されている。秘密基地

づくりなどの自然体験を実践する前は､自然体験

の指導についてチャレンジしたいが自信がない

と回答した学生が 7 割を超えていたが ､実践後は

自信を持って行える ､または ､自信はないが行え

ると回答した学生が 7 割と逆転した例（常木ほか , 
2022）や ､ネイチャーゲームを実践する前には自

然体験活動を指導することに対して､ほぼすべて

の学生が不安があると回答したのに対して､実践

後には約 3 分の 1 に激減した例（吉澤 , 2025）が

報告されている。これらの報告例は幼児教育者養

成課程の学生を対象としたものであり､日々の教

育や保育の実践を通じて親近感や発信力を充分

に養っている ､言い換えれば ､聴講前の段階で既

に充分なレベルに達している幼児教育者を被験

者とした本調査では､学生に比較して極端な結果

が出なかったのかもしれない。しかし ､本調査で

も興味 ､親近感 ､発信などの領域で複数回有意な

差が認められており（図 1）､聴講の影響は先行

研究に調和的であるといえる。

　今回は講演聴講という ､ 実践的な経験ではな

く座学での経験であったが ､ 専門家による知識

の提供が幼児教育者の自然に対する資質向上に

効果があることが確認されたと考えてよいだろ

う。このような幼児教育者に対する自然教育の修

練は ､講演聴講だけでなく実践的な体験や ､シャ

ドウイングなどを組み合わせて ､ 繰り返し継続

的に行われることが望ましいと考えられる。自

然科学的な学びに関しては､幼児教育者は客観的

に活動の流れをモニタリングすることが望まし

いとされ（多田ほか , 2010）､自然教育プログラ

ムの開発にあたっては､段階を持たせてステップ

バイステップで育成できるように工夫する､自然

が少ない環境下でも実践できるように配慮する ､

実践と効果検証が的確に実施されることが必要

である（原田ほか , 2021）とされている。これま

で首都圏を中心に ､数多くの幼稚園 ､保育園で自

然遊びの研修を実施し ､幼稚園 ､保育園と専門家

をつなぐコーディネーターとしても活動する高橋

京子は ､地域や設置者や幼稚園 ､保育園の違いに関

わらず ､自然遊びを自園に取り入れる際に ､ほぼ

すべての幼児教育者が「知識がない」「経験がな

い」「環境がない」という 3 つの不安を共通して

口にすることを確認している（高橋京子 , 未発表

資料）。これらの不安を解消し ､具体的な自然教

育プログラムを開発していくにあたっては ､ 上

記のような点に留意しながら ､「知識」を提供す

る専門家 ､「経験」の場を調整し「経験」を蓄積

させるコーディネーター ､「環境」の改善やよい

「環境」の提案に向けて工夫する幼稚園や保育園

の経営者や地域､そして幼児教育者本人たちが連

携して資質向上をはかり ､子どもの自然に対する

興味関心の涵養や ､人格形成の促進といったアウ

トカムに向かっていく必要があるだろう。
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小さな生きものの飼育など ､ 自然との触れ合いは子どもの発達によい影響を与えるとされる。し

かし ､ 自然科学に対する知識不足や無関心に起因する自信のなさや不安が ､ 自然との触れ合いに関

して幼児教育者を消極的にさせている。幼児教育者の自然科学に対する理念 ､ 興味や親近感 ､ 知識 ､

発信力を向上させるため ､ 自然史博物館に所属する専門家による自然科学講演を実施した。幼稚園 ､

保育園の教員 4 グループに対して同一の講義を実施し ､ 聴講の前後に意識調査を実施して講義の効

果を測定した。講演の前後の意識調査の結果を Mann-Whitteny U 検定で検定した結果 ､ すべての調

査において何らかの有意な意識変化が認められた。理念 ､興味 ､親近感 ､知識 ､発信力それぞれに関

する検定結果を確認したところ ､理念については有意な差は認められなかったが ､興味 ､親近感 ､発

信力については ､全調査の半数が ､知識についてはすべての調査で有意な差が認められた。したがっ

て ､理念については ､一回の講演聴講程度では大きく変化しないことが明らかになったが ､興味 ､親

近感 ､知識 ､発信力については ､講演によって向上することが示された。

摘 要


